
巻 頭 言

平素から三菱電機をお引き立ていただきありがとう

ございます。新年を迎え三菱電機技報“技術の進歩特集”

号をお届けするに当たり，一言ご挨拶申し上げます。

2002年は，2001年に引き続き，世界同時的な景気減

速の中で，IT関連需要を中心とした設備投資の減少や

消費の低迷などにより，非常に厳しい状況にあります。

一方，世界規模での競争が一段と激化しています。こ

のような競争の激化は，製品・サービスの多様化と価

格の下落を更に進行させていくと考えられます。

しかしながらこの状況は，自社のアイデンティティ

を持ち創意工夫によって高い付加価値を生み出すこと

ができるならば，世界市場での飛躍と同時に，高度化

していく技術と社会を支えていくチャンスになるでし

ょう。

当社には現在，重電システム，産業メカトロニクス，

情報通信システム，電子デバイス，家庭電器の五つの

主要な事業セグメントがあります。各事業それぞれ，

コア事業を生かした新たな付加価値の創造により，成

長性・健全性・効率性をバランスよく兼ね備えた経営

体質の構築を目指しています。

当社は，このような方針の下，機動的でスピーディ

な研究開発を促進するため，2002年４月に国内の研究

開発拠点を３か所に再編しました。新デバイス，新エ

ネルギーなどの基礎・基盤技術とシステムソリューシ

ョンの研究開発を行う先端技術総合研究所，情報・通

信・マルチメディア分野での基礎研究開発とシステム

技術開発を行う情報技術総合研究所，コンセプトメー

キングから製品のデザインまでを行うデザイン研究所

の３研究所です。国内のほか，米国と欧州にそれぞれ

研究所を設置して研究所間の国際的ネットワークを構

築しており，各地域の特長を生かして世界規模の技術

の標準化規格化活動などに取り組んでいます。

最近の研究開発成果の一例を紹介しますと，情報通

信システムや電子デバイスの分野では，MISTY（ミス

ティ）をベースとする携帯電話用暗号方式KASUMIが次

世代携帯電話システム標準化機関３GPPと現行携帯電

話システム標準化機関GSM Associationにおける標準暗

号として採用されたこと，コンテンツに著作権などの

情報を埋め込む動画用の電子透かし装置，３GPPが設

定する要求条件をすべてクリアした音声品質を損なわ

ずに背景雑音を抑圧する技術，無線LAN等にアクセス

できる環境下にあればどこでも格安通話が可能となる

IP携帯電話技術，組み込み機器の操作画面設計を手順

の部品化によって効率化するソフトウェア“組み込み機

器用ユーザーインタフェース設計ツール”，シリコン

CMOS技術を用いた５GHz帯無線LAN用高周波・送受

信切換えスイッチの開発などがあります。

また，重電システム，産業メカトロニクス，家庭電

器の分野では，高精度ワイヤ放電加工制御技術，水平

部に対し傾斜部の移動速度を高速化できる傾斜部高速

エスカレーター，マイクロマシニング技術を用いた車

載マイクロエアフローセンサ，PCクラスタ上で動作す

る低価格のリアルタイム電力系統シミュレータ，高集

光・高出力Qスイッチ紫外固体レーザ，自動追尾機能

付き侵入監視システム，乗客の手荷物などを感知して

ドアの減速・停止を行うエレベーター“気配りドア”用

センサ，明るい恒星のパターンから人工衛星の姿勢を

決める小型・軽量で低コストな人工衛星姿勢制御装置，

見たいときだけ見える小型・高指向性ウエラブルディ

スプレイの開発や人と機器と住空間の有機的な連携を

目指した家電の新コンセプトの提案などがあります。

さらに，すべての製品を支える環境・材料・絶縁・

電磁界解析・生産技術・設計技術など共通基盤技術開

発にも積極的に取り組んでいます。

ここにお届けする“技術の進歩特集”号では，いま挙

げました技術の例を含め，最新の成果をご紹介いたし

ます。

三菱電機はこれからも，常により良いものを目指し

変革することを，“Changes for the Better”というコー

ポレートステートメントの下に進めてまいります。

皆様の一層のご助言，ご指導をいただきたくお願い

申し上げます。
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